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第 2葺  こ れまでの取組

回 本市のこれまでの市民参カロの取組と社会状況

(1)市 民参カロ推進計画の取組状況

本市で|よ,こ れまでの市民参加推進計画におしヽて,市 民参加を推進するための55頂

目にわたる具体的取組を掲|ザ,そ の推進に鋭意取り組み,そ の結果,52項 目の取組を

完了又|よ着手し,政 策や施策の形成 ・実施 ・評価の各段階での市民参加手法の活用,市

民活動の拠点づくり,よ り充実した市政情報の発信など,本 市が市民参加を進めてしヽく

ための基盤を整えてきました。

また,地 域のまちづくりにおけるワークシヨップ手法の導入や,「京都市政出前 トー

ク」の実施としヽつた新たな取組の推進により,市 職員の仕事の進め方|よ大きく変化を遂

げ,市 民との協働や市民二十ズのきめ細やかな市政への反映など,市 職員の市民参加に

関する意識|よ確実に高まりつつあります。

【主な取組状況】
・市民活動総合センターの開設 (15年 6月)

。 「京都市市民参加推進条例」の施行 (15年 8月)

・審議会等の公開 (①～全ての公開可能な審議会を公開)

・パブリック ・コメントの実施件数

(⑤]9件 ,① 23件 ,① 20件 )

・ワークショップを活用した市民参加型事業の実施

(①39件 ,① 52件 ,① 42件 )

[市民公募委員が在籍する審議会と委員数の推移] [京都市政出前トークの出講件数]
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【出典:総合企画局調査】
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【出典 :総合企画局調査】

これまでの 「市民参カロ推進計画」に掲げる取組の実施状況
※]ア年度末現在

●具体的取組 55項 目

●取組状況

完了/11項 目 着手済/41項 目  未 着手/3項 目
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(2)更 なる市民の自主的なまうづくり活動の広がう

地域自治の伝統が息づく本市におしヽては,自 治会,

た組織を|よじめとする地縁型の市民活動はもとより,

い形の自主的な市民活動も活発に行われています。

[市民が最も参加したことのある市民活動]

参加したことは
ない 297%

職場・企業など
が単位のボラ
ンティア活動
18%

法人格を持つ
NPOの 活動 07%

ボランティア団体‐市民活動
団体などの活動 48%

自治会・町内会
などの地域の
活動 482%

珈
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【出典:平成16年度市政総合アンケート「市民活動」】

[市内のNPO法 人認証数]
(団体)

町内会などの地域自治を担つてき

ボランティア,*NPOな ど新し

[ボランティア保険加入者数]

47,778

40,02438,967 4と,tF8 4色1:1

13年度  14年 度 15年 度 16年 度  17年 度

〔出典:京都市福祉ボランティアセンター調査】
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【出来:文化市民局調査】
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【出典 :内閣府 「平成16年度国民選好度調査」】

NP0

Non Prottt Organizationの略。営利を目的とせす様々な活動を自主的 ・自発

的に行う組織 ・団体をいう。平成10年に 「特定非営利活動促進法」が施行され,
一定の要件を満たすものは所轄庁の認証に基づき,法 人格を取得できるように

なつた。

[参加したことがある市民活動と1今後の参加の有無]

現在活動している 101%

今後は活動したい 516%

今後も活動したくない 381%

無回答 03%

【出央:内閣府「平成16年度国民選好度調査」】

[NPOの 認知度]
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(3)情 報通信技術の更なる発達 ・進展

近年,米ICT(情 報通信技術)|よますます進展し1行 政の1青報提供の手法としても必

要不可欠なものとなつてしヽます。今後とも,1青報格差や
米ュニバ_サ ルデザインなどに

配慮しながら,ICTを 活用した1青報提供や市民参加の手法の開発を進めていく必要が

あります。

[本市の各所属におけるホームページの開設状況] [本市公式ホームページ(京都市情報館)へのアクセス件数]
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[全国におけるインターネット利用者数及び人口普及率] [京都府における携帯電話の加入件数]

13年度末 14年度末 15年度末 16年度末 17年度末
※17年度末開設目標所属数168所属

【出典 :総合企画局調査】
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【出典:総務省 「通信利用動向調査」】
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【出典:総合企画局調査】
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【出典:近幾総合通信局調査】
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iCT

lnformatlon and Communication Techno ogyの略。情報 (info「mation)や通信

(communication)に 関する技術の総称。日本で|よ同様の言葉としてT(infOrmation

Technology i情報技術)の 方が普及してしヽたが,国 際的にはiCTがよく用いられJ近

年日本でも定着しつつある。

ユエバーサルデザイン
製品,設 備1施 設及び建築物その他の工作物をすべての人にとってできる限り利

用しやすしヽデザインにすることを目指す考え方をいう。

157

r組 利用者数
― 人口普及率
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(4)市 民参カロの取組に対する市民の実感

これまで,市 民参加推進計画に掲げる取組を着実に推進してきたことにより,本 市の

市民参加の取組|よ,そ の基盤づくりに多くの成果を挙|ザ,そ れに伴つて,市 民の市政や

まちづくりへの参加機会|よ大きく広がり,市 職員の市民参加の取組に対する姿勢や意識

|よ確実に高まってきてしヽます。ところが,行政評価の一環で実施している
*「

市民生活実

感調査」等によると,市民に市民参加を身近なものとして実感してもらえる状況に|よ至つ

ておらす,本 市はその状況を重要な課題であると考えてしヽます。

市民参加を市民の間により浸透させてしヽくためには,市 民の目線1動 線に沿つたきめ

細やかな市民参加情報の発信や,市 民同士や市民と職員とがコミュニケーションを深め

ることのできる取組などを行う必要があります。

市民生活実感調査

本市の政策評価や仕事を効果的に進める重要な情報として活用するため,本 市

が取組を進めている様々な分野について,市 民の実感や重要に感じてしヽることを

伺う調査。毎年1回2千人の市民を対象に実施している。

市政に参カロしたいと思つたときに,

必要な情報を得やすい。

そう思う38%

どちらかというと
そう思う 177%

どちら力)というと
そう思う 72%

どちらかというと
そう思わない
157%

どちらかというと
そう思わない

そう思う20%

どちらかというと
そう思う 148%

どちらかというと
そう思わない
197%

【出典:平成18年度市民生活実感調査】

[市民生活実感調査]

[京都市の市民活動について]

無回答
107%

活動しやすくなった
38%

その他
133%

やや活動しやす
くなった152%

特に変わって
いない
571%

【出典:平成16年度市政統合アンケート「市民活動」】
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[市民活動の活性化に向けて大切だと思われる本市の取組]

活動への理 活 動を支  活 動に必 活 動のネッ 活 動の拠点 行 政との 活 動方法  そ の他   無 回答

解や参加を え る人材  要 な財政  ト ヮークづ と なる場所 連 携   や 組織運

促すための の 育成  上 の支援  く り    の 確保        営 に関す

広報                                  る 相談

【出典:平成16年度市政総合アンケート「市民活動」】
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E京 都市市民参力1推進フォーラムからの提案

「京都市市民参加推進フォーラム」|よ,市民参加のあり方や手法などにつしヽて本市に

意見や提案を行うとともに,市民と行政との協働の取組を推進するため,平成14年8月

に設置した審議会です。市民公募委員4名を含む]5名の委員により構成され,これまで

市民参加推進条例や電子会議室:京都市政出前 トークなど,市民参加の手法等に関する

審議 ・助言等を行つてきました。

平成1フ年度|よ,市民参加推進計画の取組状況や本市の市民活動の現状の点検を中心

的な取組とし,4回の全体会議,延べ16回の部会を開催するとともに,*「市民参加円卓会

議」などを通じて,本市の審議会に在籍する市民公募委員や地域 ・市民活動団体におしヽ

てまちづくり活動をされている市民から,市民参加の推進につしヽて率直な御意見をお間

きするなど,精力的な活動を展開し,その活動の成果として 「市民参加こんなんえ一や

ん宣言 !～京都市市民参加推進フォーラムからの提案～」を取りまとめ,平成18年3月

に本市に提案しました。

「市民参加こんなんえ一やん宣言 !」におしヽてフォー

ラム|よ,本 市に対して|よ,「市民参加を進めるために

必要と考えられるあり方 ・方向性」を,市 民に|よ,

「市民参加の大切さ」を提案し,市 民と行政が一体と

なつて市民参加を進めてしヽくことの重要性を指摘して

しヽます。

本計画で|よ,こ の 「市民参加こんなんえ―やん宣

言 !」の趣旨を十分に踏まえ,「計画の考え方」(フペ

ージ)に 示した3つの留意点や具体的な取組施策 ・事

業に活用してしヽます。

※ 「市民参加こんなんえ一やん宣言 1 ～京都市市民参加推

進フォーラムからの提案～」の活用状況については,27

ページ以降に掲載しています。

市民参加円卓会議

市政参加やまちづくりを進めるうえでの課題等について,市 民とフォーラム委

員との間で意見交換を行う取組。市民参加推進フォーラムの活動をより市民の意

見を踏まえたものとすることを目的に開催している。

「市民参加円卓会議」を開催

「市民参加こんなんえ―やん宣言 1」を受理




